[様式16-1] （　1／1　）

	中核事業に係るボトルネック資源

【設備/機械/車両など】


· 当社の中核事業継続においてボトルネックとなる機械や設備などについては、以下のとおりである。
（風水害など、事前の警戒情報が期待できる災害においては、安全な場所に移動が可能な設備や機械かどうかについても把握しておくこと。また、コンピュータ設備は[様式16-2]「コンピュータ設備とソフトウェア」用紙に整理すること。）

	当該資源を利用する

社内重要業務
	緊急時の人員送迎

	社内責任者
	警備部長　青森　太郎

	当該資源の現状
	■  現在、使用中
□リース予定 / 購入予定

	品名（モデル名）
	トヨタ　ハイエース

	供給業者
	〇〇自動車株式会社

	供給業者（予備）
	△△車両株式会社

	事業継続の際の

想定設置場所
	警備本部

	交換・設置に

要する時間
	1日

	備考

（当該資源と関連して

必要となるもの 等）
	


※　社内責任者は、記載内容に変更が生じた都度、修正を行う。
※　個人情報が記載してあるため、取り扱いに注意すること。
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